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表５－３ 影響要因の内訳として想定される主な要因（具体例）

影響要因の区分 細区分 具体例
工事の実施 資材等の運搬 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行

資材及び機械の運搬に用いる船舶の運行
資材の集積 工事施工ヤードの設置

大規模な資材置き場
その他

重機の直接影響 建設機械の稼働等
掘削等の土工 埋立・干拓

掘削
切土
盛土
地盤改良工事
その他

樹木の伐開 伐開、除根の工事・処理等
工作物の建設 堰・護岸の工事

堤防・防波堤の工事
最終処分場の設置の工事
その他

仮設工作物の設置 工事用道路の設置、拡幅
施工設備の設置の工事
その他

工作物の解体除去 既存の工作物の除去等
有害物質の使用等 有害物質の使用等
浚渫 浚渫の工事等
その他 夜間照明

その他
土地及び工作物 水面の消滅 埋立地又は干拓地の存在等
の存在及び供用 水底の改変 堤防・防波堤の存在等

工作物の存在 橋梁の存在
放水路の存在
堰・護岸の存在
飛行場及びその施設の存在
施設(発電所)の存在
最終処分場の存在
その他

自動車の走行 自動車の走行
資器材・製品・廃棄物の搬入
その他

鉄道の走行 列車・車両の走行
その他

航空機の運航 航空機の運行等
工場・事業場の稼働 堰の供用

放水路の供用
発電所の稼働
その他

廃棄物の処分 廃棄物の埋立
浸出水処理施設の稼働
その他

付属施設の稼働 休憩所の供用
飛行場施設の供用
その他

取放水 取放水
その他

その他 夜間照明
その他


